
１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（島根２号機 設

計及び工事計画）【４３９】 

２．日 時：令和５年３月２４日 １０時２０分～１１時２５分 

３．場 所：原子力規制庁 ９階Ｄ会議室（ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者（※・・・ＴＶ会議システムによる出席） 

  原子力規制庁： 

   新基準適合性審査チーム 

忠内安全規制調整官、江嵜企画調査官、千明主任安全審査官、 

中村主任安全審査官、服部(正)主任安全審査官、三浦主任安全審査官、 

谷口技術参与 

   技術基盤グループ 

小林技術研究調査官 

 

  事業者： 

   中国電力株式会社 

電源事業本部 部長（電源建築） 他３名 

電源事業本部 担当部長（原子力管理） 他１５名※ 

電源開発株式会社 

原子力事業本部 原子力技術部 原子力建築室 担当※ 

 

５．自動文字起こし結果 

別紙のとおり 

  ※音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

   発言者による確認はしていません。 

  

 なお、本ヒアリングについては、事業者から一部対面での開催の希望があった

ため、「まん延防止等重点措置の解除を踏まえた原子力規制委員会の対応」（令和

４年３月２３日 第７３回原子力規制委員会 配布資料２）を踏まえ、一部対面で

実施した。 

 

６．配付資料 

なし 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

別紙 

時間 自動文字起こし結果 

0:00:01 はい。規制庁の千明です。石丸原子力発電所 2 号機、設工認のヒアリ

ングを始めます。 

0:00:07 本日午前中のヒアリング説明項目には、耐震計算書の建物構築物の 

0:00:15 関係となります。それでは資料の確認とヒアリング進め方について、説

明お願いします。 

0:00:23 中国電力の落合です。それではまず資料の確認と番号取りをさせてい

ただきます。資料につきましては全部で 9 種類ございます。ちょうど提

出もバラバラですので、一つずつご説明をいたします。 

0:00:36 まず資料番号Ｎ－Ｓにの他の 303 回 01、これを資料番号 1 とさせてい

ただきます。これさ、提出日は 3 月 22 です。 

0:00:45 続きましてＮ－Ｓ2－添 2－014－02。 

0:00:50 提出日は 2022 年の 2 月 3 日になりますこれを資料番号 2 番とさせて

いただきます。 

0:00:56 それから三つ目が、Ｎ－Ｓ2 の方の 025－13 回、01 定率日は 3 月 22

日です。これを資料番号 3 番とさせていただきます。 

0:01:07 1、一番から 3 番までが、1 号機原子炉建物に関する資料になります。 

0:01:12 続きまして、資料四つ目ですけども、資料番号Ｎ－Ｓ新野他の 307 回

01、提出日は 3 月 17 日になります。補助資料番号 4 と 4 月。 

0:01:23 続きましてＮＳ2－添 2－014－07 回 01。 

0:01:28 提出が 3 月 17 日でこれを資料番号 5 番といたします。 

0:01:33 続いてＮ－Ｓ2 の方の 025－18 回 01。 

0:01:38 提出日は 3 月 17 日ですこれを資料番号 6 番といたします。4 番 5 番 6

番が、排気塔モニター室に関連する資料になります。続きまして七つ目

ですけども、資料番号Ｎ－Ｓ新野他の 306 回 01。 

0:01:53 リツヤ 3 月 17 日です。これを資料番号 7 番といたします。 

0:01:57 続きましてＮ－Ｓ2－添 2－014－12。 

0:02:01 実日が 2 月 6 日になりますこれを資料番号 8 番といたします。最後九

つ目ですけども、Ｎ－Ｓ2 の方の 025－20 回 01。 

0:02:11 提出日は 3 月 17 日になりますこれを資料番号 9 番で、789 の資料が、

ＡとＤ全燃料移送ポンプエリア防護対策設備に関する資料。 

0:02:21 以上、九つになりますが、おそろいでしょうか。 

0:02:26 はい。資料の方確認できました。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:02:30 はい。中国電力の落合です。それでは進め方につきましては、基本的

にコメント回答になりますので、建物ごとに 1 件ずつご説明させていた

だきたいと考えておりますが、いかがでしょうか。 

0:02:42 はい、その進め方でお願いします。 

0:02:45 では、説明の方お願いします。 

0:02:51 はい中国電力の柏木です。まず 1 号機原子炉建物についてご説明をさ

せていただきます。資料一番をお願いします。 

0:03:02 こちら回答整理表になっておりますが、まず一つ目、指摘日が 2023 年

の 2 月 3 日、コメント内容といたしましては、1 号機原子炉建物の鉄骨

架構及び、 

0:03:12 1 号機タービン建物のオペフロ壁につきまして、面外方向に加速度を受

けた場合にも波及的影響を抑えることを説明することというコメントをい

ただいております。このうち 1 号機タービン建物につきましては先日、別

のヒアリングでご説明をさせていただいておりますが今回は 1 号機原子

炉建物についてご説明させていただきます。 

0:03:31 ご説明は、補足説明資料の 3 番の方でご説明をさせていただきます。3

番の中、 

0:03:41 18 ページをお願いします。 

0:03:49 こちらが、別紙 6 としまして新たに作成させていただいた資料になりまし

てオペフロ上部外壁の面外加速度応答に対する検討ということでまとめ

ております。 

0:04:00 21 ページをお願いします。 

0:04:06 評価方針ですが、まず評価対象部位ということで、検討対象は城伊倉

施設である廃棄物処理建物に波及的影響を及ぼす恐れのある、オペフ

ロ上部の西側の外壁としております。 

0:04:19 下に図を記載しておりますが、右下の 1 号機原子炉建物の、 

0:04:24 西側の壁、赤線を引いておりますところが今回検討対象となっておるな

っております外壁となります。 

0:04:32 1 号原子炉建物等上位クラス施設の廃棄物処理建物は 35 メートル以

上の離隔距離が確保されておりますので、今回は外装材の脱落による

影響はないと判断しておりまして、 

0:04:45 本評価におきましては外装材を除く、鉄骨部材を検討対象としておりま

す。 

0:04:50 次のページお願いします。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:04:54 こちらがＢ断面、右上の凡例にして示しておりますＢ断面になりますが、

オペフロ上部の 

0:05:02 左側の赤線で塗っておりますところが、今回の評価代表となっておりま

す。 

0:05:07 次のページお願いします。 

0:05:12 続きまして解析モデル及び入力地震動ということで、評価につきまして

はオペフロレベルＥＬ44 メートルより上部の柱梁鉛直ブレース、屋根トラ

ス、屋根スラブ等を、 

0:05:24 洗剤及び面材により立体的にモデル化した 3 次元ＦＥＭモデルによる

地震応答解析に、より実施することとしております。具体的にモデルとし

ましては、次のページをお願いします。 

0:05:38 こちらが全体モデル、オペフローレベル上部のとにかくモデルになって

おりまして、赤線のビーム要素と青線のトラス要素と、 

0:05:49 黒線のシェル要素で構成されております。 

0:05:52 黄色ハッチングをかけている部分は今回検討対象となる西側の外壁部

分になります。 

0:06:00 こちらのモデルに右下のハケを書いておりますがオペフロレベルの応答

結果を 3 次元ＦＥＭモデル集客入力ということで、 

0:06:10 こちらは 2 号機の原子炉建物の屋根トラスの評価と同じやり方になって

おりますが、 

0:06:16 次のページ 25 ページの、こちらが 1 号機原子炉建物の地震応答解析

モデルの建物部分を抜粋したものになりますが、 

0:06:25 こちらの赤丸で示しております、3 番と 16 番の視点、こちらの応答を用

いて、3 次元ＦＥＭモデルによる評価を実施するといった内容になりま

す。 

0:06:41 続いて、 

0:06:42 27 ページをお願いします。 

0:06:48 3 次元ＦＥＭモデルのうち、下の図 2－4 に示しております検討対象外壁

を構成する各柱、ＥＬ44 メートルからＥＬ56.7 メートルにつきまして、 

0:06:59 ＥＷ方向、面外方向地震力に対する最大層間変形角が、 

0:07:04 震災建築物の被災度区分判定基準及び復旧技術指針を参考に設定し

た許容限界である 30 分の 1、こちらを下回るということを確認いたしま

す。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:07:15 なお、被災度区分判定基準におきましては、柱の残留変形角が 30 分

の 1 を超えた場合に大破というふうに判定を記載しておりますが、保守

的に、今回の評価では最大層間変形角を用いて評価を行います。 

0:07:31 次のページをお願いします。 

0:07:35 こちら評価結果をお示ししておりますが、 

0:07:38 検討対象。 

0:07:39 検討対象の外壁を構成する各柱につきまして、 

0:07:43 表の一番左側の列にＲＢ通りからＲＧ通りの柱につきましてその右側の

レベル、50.4 メートルから 56、56.7 メートル、 

0:07:54 及び 44 メートルから 50.4 メートルの二つに分けた層間変形角の最大

層間変形角の結果を記載しております。 

0:08:02 これらの結果を踏まえまして、オペフロレベル上部の外壁が、面外方向

地震力により上位蔵施設に波及的影響を及ぼさないことということを確

認をいたしました。 

0:08:14 コメントＮｏ．1 番のご説明は以上になります。 

0:08:19 はい。辻田チギラです。それでは、今の回答内容について確認する点

がある方お願いします。 

0:08:29 規制庁のミウラです。検討していただいて、 

0:08:34 結構真ん中膨らんで変形するんですよね。30 分の 1 近くまで行ってる。 

0:08:39 ただ両サイドがブルース労災込まれてるので、仮に、 

0:08:43 もうちょっと大きくなったところで崩壊形としては、多分成立しないんだろ

うと思います。ちょっと幾つか確認をしていきます。 

0:08:51 まず一つ、説明していただきたいのが、 

0:08:56 資料 3 番の 21 ページ。 

0:09:00 これでは急遽対象が、 

0:09:05 廃棄物処理建物になっていますよね。これ制御建屋が、 

0:09:11 波及影響対象にならないのはなぜでしたっけ。 

0:09:19 中国電力の柏木です。制御室建物の方につきましては、この図 2－1 の

中で、赤線を切っております切って白赤線を示しておりませんが、 

0:09:29 こちらは 1 段下がってケアの部分になっておりまして、 

0:09:34 鉄骨部、オペフロ上部の鉄骨部は、この廃棄物処理建物のＲＢ通りで

すねちょっと値、文字が小さくて見にくいんですけどＲＢ通りのところま

で、 

0:09:43 しかございませんので今回は廃棄物処理建物を評価対象としておりま

す。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:09:50 そうだとは思ったんですけど、ちょっと言いたいのはこの絵だけ見てくる

と、制御室建物 14 メーターっていうふうな数字がポッと出ててね。 

0:10:00 記載の中で出てくるのは 35 メーターがポンと出てくるので、 

0:10:06 今言ったようなことも含めて少しここで説明を加えていただいてね、制御

建屋はこれこれこういう理由で対象から外れてます。で、原子炉建屋は

なくて、 

0:10:16 廃棄物処理建屋がせいぜい波及意見の対象になる。だからしますと、 

0:10:21 いうようなことを入れていただいた方がいいと思います。35 メートル以

上っていうのはと突然出てきてるんで、 

0:10:27 はい、お願いします。 

0:10:30 はい中国電力の柏木佐瀬、ちょっとご説明が足りておりませんでしたの

で 

0:10:35 この 35 メートル以上の廃棄物処理建物を対象にするということを、記載

として明確にお示ししたいと思います。以上です。先ほどご説明のあっ

たようなことを書いておけばいいと思います。 

0:10:46 それとあと、 

0:10:50 同じ資料 3 の 24 ページ、23 ページ 24 ページなんですけど、 

0:10:56 リテー会の屋根トラス鉄骨部のモデル化を使われてますよね。この 

0:11:03 与えるこれ非線形でやられたと思うんですが、特性とかそういうものは、

リアクターの方の 

0:11:11 屋根トラスの検討と同じで考えてよろしいでしょうか。 

0:11:19 中国電力のカシワギですはおっしゃられる通り 2 号機の原子炉建物の

屋根トラスと同じように、 

0:11:27 プラス要素の部分につきましては修正若林モデルを用いるというよう

な、同じ非線形特性を用いて実施しております。以上です。 

0:11:35 はい規制庁の三浦です。それでねそれもねえ。 

0:11:39 入れといていただきたいんですよ。例えば 23 ページで、構造部材の部

材特性は、 

0:11:44 何の資料の、原子炉建屋 2 号炉の、この屋根トラスのものと同様とする

と。 

0:11:51 いうようなことは、ちょっと記載として加えておいてください。 

0:11:57 中国電力の柏木です。承知いたしました。 

0:12:01 はい。それ等、これちょっと、 

0:12:04 構造上の話なんですが、 

0:12:08 このんやね。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:12:10 上部の鉄骨部分の脚部ってどういうふうになってんですか。 

0:12:15 鉄骨部と、その下のオペフロ部。 

0:12:18 1 っていうのはそこの時点でアンカーボルトになってる。それともう 1 層

か何か埋め込んでる。ちょっとそこを教えてください。 

0:12:27 中国電力の落合です。オペフローの床面にアンカーボルトで直接で露

出集客、設計上はｌｏｓｓ集客になっております。実際はですねキーの、 

0:12:39 出してあって、あるんですけど設計上はロスト中核で設計したって今

回、モデル上も一応保守的に品、 

0:12:49 モデル化はしております。わかりました。そうすると、資料 3－24 の解析

モデル図の、 

0:12:55 注脚部は品で、 

0:12:58 モデル化されてる。 

0:13:00 構造的特徴を踏まえて、 

0:13:03 ということもこれ追記しておいていただきます。 

0:13:06 評価条件の一つとしてね。 

0:13:09 中国電力のカシワギですはい、評価条件として多分、脚部のところ品に

しているということを追記させていただきます。以上です。今言われたよ

うだからちょっとアンカーボルトで接続されているのでピンとした品として

解析戻りに考慮しますというようなことを入れてください。 

0:13:24 中国電力の柏木です。はい、承知いたしました。 

0:13:27 はい。それと、 

0:13:29 ちょっとこれは、 

0:13:33 その 1 号機原子炉建屋のモデル化作る時に、オペフロ上の移行の鉄

骨部って等価線形モデル使ってますよね。 

0:13:42 等価せん断モデル化。等価せん断モデル使ってますよね。 

0:13:47 それはどういうふうに設定されてるんですか。これ建設時のものと同じ。 

0:13:53 ちょっと、今回、等価せん断を作るっていうのをどういう子、どういうふう

に作られてるのかなと、動的解析モデルで、はい。 

0:14:04 中国電力の落合です。どうかの方の、バイリニアのスケルトンはアジアｇ

ｏｏの通りのＸ型ブレースの非線形特性を、 

0:14:16 で作っております。それをだから集合体として集めてスケルトンを作って

るってこと。 

0:14:23 イクサダぶれ数のスケールとありますよね。それを全部集合的に扱っ

て、一つの弾塑性。 

0:14:32 形のスケルトンを作ったということですか。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:14:35 はい。中国電力の落合です。その通りです。以上ですそれはあれです

か。建設時もそういうやり方。 

0:14:43 中国電力の内田です建設時は出し 15 時なので、多分自然系とかでは

なくて線形のモデルだったと思います。線形のモデルです。 

0:14:59 それだからもう完全にあれですからその時にはなんかフレーム解析か

何かやってっていうところで線形モデルにしてあったんですかね等価線

形モデルで等価せん断モデルという、 

0:15:11 ソウダね時代が違うし、わかりました。とにかく今回は新たにそのブレー

スのジャグの特性を、 

0:15:19 にしたがって、等価せん断モデルで、弾塑性でモデル化したっていうこと

なんですね。 

0:15:29 中国電力の落合です。おっしゃる通りです。以上です。わかりました。は

い。それは確認だけです。はい。はい。私から以上です。 

0:15:44 はい、規制庁チギラですねそれでは今の、 

0:15:50 コメント、ヒアリングコメント№1 については 

0:15:56 こちらについては了としましてそれで、いくつか記載の充実、適正化等

ありましたので、そちらについては対応いただければと、いうふうに思い

ます。 

0:16:05 それでは、次の説明をお願いします原子炉建物は、以上でしょうか。 

0:16:13 中国電力のカシワギですはい原子炉建物につきましては適正化もござ

いますがこちらは、他の資料からの水平展開等も含めまして、ちょっと

今回はご説明を割愛させていただこうと思いますので、 

0:16:25 次の建物のご説明に入らさせていただいてよろしいでしょうか。はい。 

0:16:31 他、1 号機原子炉建物で確認する点、よろしいですかね。 

0:16:35 はい。それでは次の建物の説明の方お願いします。 

0:16:43 すいませんこっち、ここから説明者交代します。中国電力の笹木です。 

0:16:48 続きまして排気塔モニター室のご説明をさせていただきます。 

0:16:53 資料ナンバー④番の適正化リストをお願いいたします。 

0:16:59 と排気塔モニター室に関しましては、回答整理表、コメン等、 

0:17:05 に対する回答はございません。 

0:17:07 で、 

0:17:09 記載の適正化のみとなっておりますで、そのうち、 

0:17:13 主だったものについてのみ説明させていただきます。 

0:17:17 リストの中の 4 番の 

0:17:20 適正化の内容についてご説明させていただきます。 
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0:17:24 資料⑥番の、 

0:17:27 ページ別紙。 

0:17:30 1－4 をお願いいたします。 

0:17:36 こちらの、 

0:17:38 方に、排気塔モニター室の基礎と、排気塔の基礎と一体構造である。 

0:17:44 ことがわかるように、図 2－2 を追記させていただきました。 

0:17:51 その他の適正化につきましては、記載の修正ののみとなりますので、ご

説明は割愛させていただきまして、 

0:17:59 すいません次のディーゼル燃料移送ポンプエリアについてなんですけ

れども、こちらも同様の適正化を行っておりまして、図を追加してござい

ます。 

0:18:09 同じようなその固定状況を示す図を追加しているだけですので、説明の

ほうは割愛させていただければと思っております。 

0:18:17 ご説明は以上となります。 

0:18:20 はい、規制庁チギラです。それでは資料の 4 番から 9 番の、 

0:18:26 間モニター室と、あとディーゼル燃料移送ポンプエリア防護対策設備の

適正化。 

0:18:35 ですね。 

0:18:36 こちら、 

0:18:37 に関連して確認する点ある方お願いします。はい。すいません私からで

すね今、先ほど説明がありました 6 番の資料の、 

0:18:48 別紙 1－4。 

0:18:51 これ、今回追加していただいたズーなんですけど、 

0:18:56 ここでちょっと確認をさせていただきたいんですけど、 

0:19:02 例えば 

0:19:03 藤ジンノ木曽と木曽坂野。 

0:19:06 が、 

0:19:08 そこが明記されているんですけど、それ以外の、このグレーで塗られて

いるところっていうのは、 

0:19:16 何物なのかと、コンクリートなのか。 

0:19:19 とかですね、あとその役割とか、どんな位置付けなのか、基礎廃棄等基

礎の設計とはどのような関係なのか。 

0:19:28 すいませんちょっといくつか矢継ぎ早に言いましたが、その辺について

ちょっと説明をお願いします。 

0:19:51 中国電力の笹木です。 
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0:19:52 まず一つ目の、 

0:19:56 確認事項についてなんですけれども、 

0:19:59 例えば別途図の 2－2 の（1）上側のズーについて今まずご説明させて

いきますと例えば、マンなかー。 

0:20:08 図の真ん中ほどにありますケーブル洞道という、 

0:20:11 記載させていただいております。例えばこの上下、 

0:20:15 の方につきましては、 

0:20:17 こちらはＮＭＲが打設されております。 

0:20:22 例えばその次、下の、 

0:20:25 図の 2－2 の（2）番の方、Ｂ断面の方の図になるんですけれども、 

0:20:30 こちら答申基礎の、 

0:20:32 例えば左側の灰色の、 

0:20:36 ハッチングの部分についてなんですけれども、こちらはタンク室の側面

の壁。 

0:20:42 となっております。 

0:20:44 まず一つ目につきましては、以上となっておりまして、次の確認事項に

ついてなんですけれども、 

0:20:57 すいません木曽との、 

0:20:59 斎木藤木曽の評価との関わりについて、 

0:21:02 なんですけれどもこちらにつき、本当の基礎の、 

0:21:07 評価につきましては、 

0:21:08 基本的には、 

0:21:10 トーシン木曽へと鉄塔基礎、基礎版のみの重量を、保守的に浮き上が

る方、 

0:21:18 に保守的に評価してございまして、 

0:21:21 この辺りのＭＭＲやタンク室の壁といったところの重量等は考慮せずに

評価を実施しております。 

0:21:29 以上となります。 

0:21:31 はい。 

0:21:34 まず小コウノへと 

0:21:38 ところで藤神木曽と木曽坂以外のところですねちょっと、 

0:21:43 ここが何かっていうことはちょっと明記していただきたいっていうのが一

つとですね。 

0:21:50 あと、設計との関係で重量は見てないっていうことは剛性とかも見てな

いっていう理解でいいですか。 
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0:22:01 はい。中国電力の秦です。衛藤。 

0:22:04 機長の状況でして設置状況ですけどもちょっとＮＭＲだとか、付帯の 

0:22:11 タグチの壁だとかですねその辺の表記がわかりにくかったので、修正を

したいと思います。 

0:22:18 それと、基礎版の剛性に考慮しているかしてないかということですけれ

ども、こちらのタンクの壁だとかですね、そういったものは、土岐側の剛

性には考慮しておりません。以上です。 

0:22:34 はい、わかりました。 

0:22:36 その上で、今のそのＭＭＲ、 

0:22:41 タンク、側壁についてはまた別途話があると思うんですけど、ＭＭＲにつ

いては 

0:22:49 役割としては、 

0:22:53 特に、 

0:22:55 何、何か、 

0:22:58 まあそこに期待するっていうことではないっていう理解でよろしいです

か。 

0:23:05 はい。中国電力の畑です排気塔の基礎につきましては特にＭＭＲ等の

効果は期待しておりません。以上です。 

0:23:13 はい。 

0:23:14 確認できました。 

0:23:20 規制庁の江崎です。 

0:23:22 図の 2－2 の両括弧 1 の図の中で、 

0:23:26 ケーブルドローンの右にあるウエノシノは、これはどういう灯なんですか

これカウンターウエイト。 

0:23:33 何ですかね。 

0:23:37 えっと、中国電力の畑です。こちらはクドウにするわけにはいかないの

で埋め戻し用で埋めて、衛藤ウエノ。 

0:23:48 サイトウに対しての基礎を設置しているというものになる。すいません。

クドウにするわけにはいかないという理由がよくわからないんですけど、

クドウにしてもいいんじゃないかなと思ったけど、何かいわゆる、 

0:24:01 どうせどう、どうスイスイ採取するでもいいんじゃないかなという、カウン

ターフェイトじゃないかなと思ったら、そうではなくてなんか、 

0:24:11 戦略のウェイトは見てない。 

0:24:16 すいません。ですねこの排気塔モニター室を施工するにあたって、 

0:24:23 結局気相を 
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0:24:26 構築スルーにあたっては下がクドウですとイシイ方向を立てたりとかで

すねそういったものが必要ですので、埋め戻し等で埋めて、その上に基

礎を設置していると。 

0:24:38 いう状況になってると多分施工性の話ですか。 

0:24:43 わかりました。 

0:24:52 北野照屋です。 

0:24:55 すいませんと同じ話になるので 

0:25:01 確認は 

0:25:04 招待しないんですけど丸木氏、9 番の資料の別紙 1－6。 

0:25:11 のところも、図の 2－3 ということでこの鉄塔基礎と基礎版のところがあ

って、 

0:25:20 それ以外の内容、ここが何も、どういったものかっていうのはですねここ

に、ここもちょっと説明を加えていただきたいと思います。よろしいでしょ

うか。 

0:25:33 はい。中国電力の秦です。こちらにつきましてもちょっとわかりにくい図

となっておりましたので、適正化して、明確になるようにいたします。以

上です。 

0:25:42 はい。 

0:25:44 それではほか、 

0:25:45 確認する方いらっしゃいますか。 

0:25:50 これは、 

0:25:57 それは我々もよく、 

0:26:04 先生にはしてる途中で時間がかかってる。 

0:26:49 はい。いいですか。規制庁の三浦ですけど、ちょっと私の方から確認を

していきます。 

0:26:58 資料 5 番。 

0:27:03 これ 30 ページ。 

0:27:05 このτⅢを求めてる時っていうのはこれは広沢式じゃなくてＪ－Ｒ4601

の式。 

0:27:12 理解でいいですか。 

0:27:20 中国電力の笹木です。はい。ご認識の通りでございます。以上です。こ

れあれでしたっけ。先日のご説明で広さ式用いてるのは増築分だけ。 

0:27:31 サイトバンカでしたっけ、サイドバンカーだけを用いたと。 

0:27:36 何かそこの使い分けってちょっと不明確だけどまあわかりましたこれ弱

4601 っていうことですね。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:27:43 それとあと、 

0:27:48 これ 31 ページ今の資料の、 

0:27:53 ここの書き方が気になったんですけど、 

0:27:58 二つ目の段落で、材料物性の不確かさのうち、地盤物性については、 

0:28:07 排気塔の基礎に設置されてる建物であるから、考慮しないと。 

0:28:12 いうふうに書いてありますよね。で、 

0:28:15 これ、結局あれですよね動的解析やる時に基礎固定モデルやってるか

ら、地盤剛性のばらつきってのは考慮しようがないっていうことだと思う

んですよ。 

0:28:24 ただし、もともと 

0:28:28 モニター指数の脚部に入力する。 

0:28:32 入力は 

0:28:34 これに関しては排気塔の動的解析モデルから持ってきてると思うので、

それには地盤物性のばらつきが考慮されてる。 

0:28:43 どういうふうに思ってるんですかそこを。 

0:28:46 確認をさせてください。 

0:28:57 はい。中国電力の畑です。皆さんのご認識の通り、基礎固定モデルとい

うことで、ばらつきは考慮してないと記載しておりましたけども 

0:29:07 おっしゃる通り配当を得てモデルということで、オザキをされております

が、相当ばらつきを考慮したことがございますので、当県、 

0:29:18 ばらつきについてはちょっと検討して、お願いしたいと思います以上で

す。ただしからいいですよ。 

0:29:25 要するに入力を求めるときにはばらつきをモールを考慮してやっている

ので、動的解析のずれは基礎工程なのでそういう考慮はされてないっ

ていうことですね。だから、 

0:29:36 結果的に見ればこれ地盤物性のばらつきっていうのは、考慮されてる

んですよね。 

0:29:42 だからそれ、そこをちょっと整理をしておいてください。 

0:29:48 だから入力と入力を求めるときには地盤物性のばらつきは考慮してい

るんで、 

0:29:53 そっから先は必要ないですよね、もう考えてみてもね、モデルそのもの

が固定なのでその辺ちょっときちっと書き分けておいてください。全くこ

れだと考慮されてないようにちょっと思われてしまうので、 

0:30:05 誤解を生むんじゃないかなと思います。 

0:30:07 いいですか。 
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0:30:16 はい。中国電力の畠です。ご指摘の趣旨理解しましたちょっと検討して

また記載の方は、修正したいと思います以上です。 

0:30:29 はいお願いします。それとあと、資料 9 の、 

0:30:34 別紙 1－3。 

0:30:38 ここ＊2 として、 

0:30:42 構成評価は、各校面の 2 次元フレームモデルに水平力を与えて荷重変

形関係から算出するってしてますよね。 

0:30:52 これあれですか。なんか先日共同の方からの時には 3 次元モデルがあ

ったような気がしたんですけど。 

0:31:01 これ本当 2 次元でそういう力を与えて、等価剛性求められてるんです

か。 

0:31:13 中国電力の柏木です。先日の強度評価の方の 3 次元モデルはあれは

衝突解析用のＦＥＭモデルＤ機電側で評価をしているものになっており

ます。こここちらの今、 

0:31:26 建築の方で記載しております 2 次元フレームモデルっていうのはこれ

は、 

0:31:30 非線形特性を設定、すいません。剛性を設定するために、耐荷重を与

えて、二次元の面、 

0:31:39 に 

0:31:40 耐荷重を与えて剛性を算出していると、それを地震動解析モデルの剛

性として設定しているという扱いになります。わかりました。 

0:31:49 これに、 

0:31:51 これに対して 2 次元で、どういうモデルでどういうふうにやって、どういう

ふうな、 

0:31:56 剛性を設定してるかっていうのがどっかに記載してますか。 

0:32:03 中国電力の柏木です。ちょっとそこまでは、この資料には記載しており

ませんでしたのでちょっと説明不十分だと思いますので、わかりやすい

ものをちょっと追加。 

0:32:14 ちょっと代表箇所になるかもしれません。そうですねこの間ちょっと私も

そうだったんですけど先ほどね、 

0:32:21 強度で衝突解析のやつの 3 次元のイメージが非常にあって、 

0:32:25 なぜここでまた人が出てくるのかなというふうに思ったんですがいい悪

いの話では全然ないんですけど、そういえばこの二次元フレームについ

ての説明がなかったよなんていうのが思ったので、 
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0:32:36 代表的な 1 ヶ所でいいです、こういうモデルで、こういうふうに精力をか

けて、それに対しての透過線が等価せん断モデルを作りましたっていう

のを、 

0:32:46 ちょっと補足に加えていただけますか。 

0:32:51 中国電力のカシワギですはい承知いたしました。はい。よろしくお願いし

ますはい私から以上です。 

0:33:02 規制庁の谷口です。 

0:33:04 6 番、6 番の資料の、 

0:33:07 別紙 1－4、先ほどもちょっとコメントがありましたけれども、 

0:33:13 基本的に、 

0:33:15 配当モニター室が 

0:33:19 どういう値になってるかっていうのはやっぱり全体の 9 滞納し、基礎の、

今回の配当の基礎の 1 の、 

0:33:28 どこにどういう形であるのかってことについては、先ほどもありましたけ

れども、 

0:33:34 きっちりどこに立っててどういう位置に設置されてるかってことをわかる

ように、平面的にも説明できるようにしておいてください。 

0:33:46 それで、そういう中で、先ほど話ありましたマンメイドロックはこの位置だ

とか、それから衛藤、これは壁の内に立ってるとかそういう、コメントでは

わかりますけど、 

0:33:58 やっぱり床の部分が、充填コンクリートマーメイドロックで、基礎、基本的

に 

0:34:07 配当モニター室の基礎が、 

0:34:10 どういう形で、それを支持してるかってことがわかるように、説明をして

おいてください。いかがでしょうか。 

0:34:27 はい。中国電力の秦です。ご指摘、理解しました。もうちょっと、 

0:34:33 排気塔モニター椅子の設置状況とかですね、既存の状況をですね、わ

かるように、図を追加したいと思います。以上です。はい。よろしくお願

いします。 

0:34:43 それで、一応図面の中で一番大事なやつは、基礎版、基本的には基礎

版で指示してるってことではないと思いますけど、 

0:34:55 基礎版の 

0:34:57 レベル、下のレベルについては、レベル押さえをきっちりして、基礎版が

どういうサイズになってるのかってわかるようにしておいてください。 
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0:35:05 これ、9 番目の資料の方は、きっちり基礎の下ばレベルを押さえてるん

ですけれども、 

0:35:11 この 6 番目の資料については基礎版の下、下はレベルが押さえてない

ので、 

0:35:16 どういう駄目なのかはわからないので、記載を追加しておいてください。 

0:35:24 はい。中国電力の羽田です。レベルについても 

0:35:30 しっかり記載したいと思います。以上です。 

0:35:32 はい。よろしくお願いします。 

0:35:35 それからもう一つ、 

0:35:39 要は、 

0:35:41 9 番目の資料の、別紙の 1－3。 

0:35:49 先ほどミウラの方からもコメントありましたけれども、 

0:35:54 右側の池田さんのところの、 

0:35:57 地震応答解析モデル手法のところ、 

0:36:01 これの剛性評価の件については、ここに幾つか候補航路と書いてある

んですけど、 

0:36:08 実はこれ、 

0:36:10 添付図書、これの先になる。 

0:36:14 へ添付図書の方には、 

0:36:21 農政評価例えば、 

0:36:25 8 番の資料の、 

0:36:27 解析方法のところ、 

0:36:29 ここは、 

0:36:30 モデルのところの使用材料の物性については全部書いてあるんですけ

ど、 

0:36:36 剛性評価の件については書かない変えてないという形になってます。 

0:36:41 これ、そういう従来そういう書き方になってたのかちょっとわかりません

けれども、 

0:36:47 モデル化のときに剛性評価の元学科、鍵は書いてないっていうのは、 

0:36:54 ちょっと 

0:36:58 気にかかるんですけど、補足では説明しているけど、 

0:37:02 添付では剛性評価の件については一切書いてた。 

0:37:06 この辺の書きっぷりについて、 

0:37:08 どう考えるか教えてください。 

0:37:26 中国電力の笹木です。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:37:28 まず添付の方の構成なんですけれどもすいませんこちら、合成の評価

を載せていないのは、一応他の建物とちょっと構成を合わせておりまし

て、ちょっとそういう、今現状は店舗はこういった、 

0:37:42 構成とさせていただいておりまして、ちょっとコメントをごいただきました

剛性評価につきましては、ちょっと補足説明資料の方で追加の方をさせ

ていただきたいなと考えておりました。すいません、以上となります。 

0:37:56 基本的に他の社も全部同じような書き方になってるっていうこと。 

0:38:01 かと思われますけど、やっぱりモデル化の時には剛性評価の件はすっ

きりしっかり書くのはやっぱり一般的な話なので、 

0:38:10 モデル化の時には剛性評価はどうした上で、所見はどうしたっていうの

は、きっちり、 

0:38:16 本文の中に書くようにして、本文補足で補うんであればいいんですけ

ど、 

0:38:22 きっちり本文中に文章として記載をしてください。 

0:38:27 それが読めないと、モデル化できないので、基本的にはその書きっぷり

についてはもう少し考慮してください。よろしくお願いします。 

0:38:42 中国電力の笹木です。承知いたしました。 

0:38:46 補足で。 

0:38:48 こうしました。 

0:38:50 その具体的内容こそ、 

0:38:54 うん。 

0:38:55 うん。 

0:38:56 だから 

0:38:58 他にも影響してくる話になるので、あえて言わないでいるんですけど、基

本的にはそうだと思います。だから、音声評価でこうしたってことはきち

っと、 

0:39:09 ＣＴＭ、添付資料に書いた上で、こういうふうに 100、 

0:39:15 やったって具体的なものを補足で記載するというのが流れだと本当は

思います。なので、ちょっと、 

0:39:23 横並びっていうことまでは、こちらから依頼、言いませんけど、 

0:39:28 少なくとも、添付と補足で、 

0:39:32 十分満足するような形で記載をしてください。 

0:39:37 中国電力の柏木です。ちょっと先ほどの先の説明に、補足させていただ

きますと資料 8 番の 21 ページをお願いします。 

0:39:49 21、 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:39:51 ページのですね、 

0:39:53 上から、 

0:39:55 3 行目になりますが、 

0:39:59 タコの建物の解析モデルにつきましてはせん断剛性を考慮した質点系

モデルとし、弾性時刻歴応答解析を行うということで記載しております。

基本的にちょっと他の建物は、非線形特性を考慮したスケルトンを 

0:40:14 作っておりましてそれにつきましては、添付資料の方に具体的なスケル

トンとかを記載しておりますけれども、ちょっとこちらの戸田弾性解析。 

0:40:24 ちょっと苦心特殊ですので、こちらは、そういった具体的なスケルトンを

まず記載してないということになります。ただ次の 22 ページのところ、 

0:40:35 具体的な 

0:40:37 せん断断面セキ、 

0:40:40 を記載しておりましたりあとは、 

0:40:44 前の 20 ページ、20 ページのところでヤング係数せん断弾性係数等は

記載をしております。ただ、先ほど三浦さんからご指摘ありました通りじ

ゃあどうやって二次元、 

0:40:57 二次元モデルデータに荷重を与えて剛性を設定してるのかと、その辺

のやり方が不明カクウだと思いますのでそこは補足説明資料の方で、

ご説明をさせていただきたいと思っておりますが、 

0:41:09 そういう整理でよろしいでしょうか。 

0:41:34 中国で難しいわけですが、承知いたしました。ちょっと鉄骨造ということ

ありました。ありますので添付資料の記載をもう少し詳細に記載すると

いうことで対応させていただきます。柏木さんがね。 

0:41:45 これは他のものとあっちが特殊だ特殊だって話をされたんだけども、そ

れではば余計に記載をしないといけないと思うので、記載としてやっぱ

り、 

0:41:56 今三浦が言ったような形で、補足を補足とか添付の方にも若干記載し

て、 

0:42:03 考え、記載の仕方については考えていただいて、 

0:42:06 止め、す。 

0:42:09 補足と合わせて考えていただければと思います。 

0:42:13 中国電力の柏木ですはい承知いたしました。はい。よろしくお願いしま

す。 

0:42:30 はい。ミツイツチヤです他、よろしいでしょうか。 

0:42:35 はい。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:42:38 では、排気塔モニター1 と、 

0:42:44 ポンプエリア防護対策設備については、の確認は以上といたします。 

0:42:51 全体通して、 

0:42:53 北川から何かありますか。はい。特にないですね。はい。中部電力さん

の方からは、何かありますか。 

0:43:01 はい。中国電力の落合です。ちょっと 1 点だけちょっと途中で話し合った

件ちょっとご説明させていただきたくて資料の 5 番になります。萩田モリ

タ相木智に対する耐震性について計算書の、 

0:43:13 31 ページに解析係数の件でちょっと、少しご説明させていただきます

と、 

0:43:22 今、現状を解析ケースといたしましてはケース 1 の購入の基本係数、 

0:43:29 あとケース 2 で積雪係数ということで、地盤のばらつきについてはやっ

ておりませんで、これは要は地盤ばねがは変わらないので、 

0:43:39 やってないっていうのと地盤の影響が大きいと考えてやっておりません

で、 

0:43:46 おっしゃる通り厳密には排気塔の応答がばらつきプラマイΣの地盤の

プラマイΣケースがあるので、そちらの方は、 

0:43:56 ケースとしてはもちろん、地盤入力としては変わろうかと思いますけど

も、今現状の考え方といたしましては、地盤まで入力よりも地盤面の方

の影響が大きいと考えて、そのケースの方については、今、 

0:44:09 やっておりません。以上です。 

0:44:16 わかりました。本当に基本係数、 

0:44:20 だけなんだ考慮されてるのが、 

0:44:24 だから今のお話だ等、廃棄等の本当に基本ケースだ地盤のばらつきを

考慮した入力度はもう入れてないってことですね。 

0:44:36 だからそうするとーここでの記載っていうのは、 

0:44:40 地盤物性については、もうちょっとそうすると、そこんところもうちょっとこ

れ説明といたらいいかもしれないね 31 ページねだから、ここで、 

0:44:49 地盤物性のばらつきを考慮してないのは、地盤ばねの影響が強くて、

地盤物性のばらつきの影響が小さい。 

0:44:56 だから、同等解析モデルも基礎固定なので、結果的にばらつきを考えま

せんでしたっていう説明をちゃんとしておいたらいいかもいないですね。

ちょっと私のような疑問を持つ人が結構出てくると思います。はい。 



※１ 音声認識ソフトによる自動文字起こし結果をそのまま掲載しています。 

発言者による確認はしていません。 

※２ 時間は会議開始からの経過時間を示します。 

0:45:12 中国電力のオチアイの承知いたしましたで、これが多分このモニター室

と、先ほどもう一つあった竜巻防護対策設備の方ですねそちらも同じ考

え方でやっておりますので、そこについては 

0:45:26 少し記載のほうを充実させていただいてこのケースやってる理由を少し

拡充させていただきたいと思います。以上です。 

0:45:45 はい、規制庁チギラです他よろしいでしょうか。 

0:45:48 はい。 

0:45:49 それでは特にないようですので午前のヒアリングの方を終了いたしま

す。ありがとうございました。 

 


